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論文要旨 

 

 医療従事者養成教育において、医療機関における実習は不可欠であり、その

場合有資格者と同等に扱われることも多い。そのため学生とはいえ有資格者に

近い知識、技量が要求される。 

 臨床検査技師養成教育においても、カリキュラムに病院実習がある。今回の

研究対象である１年次の病院実習は心電図検査を中心とした１週間の実習であ

り、検査技術と患者対応を学ぶために行われている。 

 医療従事者による患者対応では、医療を提供する際に「安全」「安楽（患者

に不安不快感を与えない）」「確実性」の担保が必須であり、これは学生であ

っても不可欠である。そのためこれまでも病院実習前の学生に患者対応に必要

な知識や技能を身につけるための学内実習を行ってきた。しかし近年、病院実

習指導者より患者特有の配慮が必要な検査時の学生の対応力不足が指摘される

ようになっており、従来の学内実習がその目的を達成しきれていないことが示

唆された。 

 そこで本研究では、インストラクショナルデザイン（以下 ID）の考え方をベ

ースに、学生が病院実習で患者状態に応じた適切な対応が出来るようになるた

めの学内実習の設計・開発を行った。 

 適切な患者対応が出来る、という学習目標は学習成果の５分類のなかの「態

度」に相当する。「態度」として患者に適切な対応を提供するためには、患者

行動からその状況を認識し、その状況に応じた適切な行動を知っている必要が

ある。その前段階として行動特徴を知り（言語情報）、その特徴を例示された

実際の行動から区別（弁別）し、適切な対応を理解する（ルール適用、問題解

決）必要がある。 

 しかし、一言で患者といっても病院にはさまざまな特性を持った患者がお

り、その一つ一つの事例に適切に対処するにはある程度の経験が必要である。

今回のように経験の少ない学生が患者安全などを図りつつ、実務経験をおこな

うための事前学習では、ある程度患者特性と対応を限定する必要がある。その

ため患者の代表として患者数が多く、かつ加齢による機能低下対する配慮が必

要な高齢者をとりあげ「高齢者に対する対応」と視点を明確にし、対応につい

ても「特徴的行動を認識し、それに対する対応を学ぶ」という事例学習として

学習範囲を明確に定めることで学生が十分に患者に対応できるような設計を試

みた。 

 このような方法はこれまでと異なり多くの学習段階が必要であり、全て学内

の対面実習で行う時間的余裕はなく、なんらかの形で効率化する必要がある。

そのため弁別、ルール適用・問題解決の段階の学習を e ラーニングで提供し、

実際の患者に対する態度面のみをシミュレーションによる実習にすることで効

率化をはかった。態度学習の前にはその前提となる学習目標を達成しているこ

とが必要なので、e ラーニングでは学習した事実だけではなく、確実な理解を

確認するため、学習コンテンツと同時に合格基準を設けた確認テストも提供し

た。このテストに合格することで学習内容を理解したと判断できる。この確認

テストには動画を用い、実際の行動の弁別がより明確になるようにした。 


